








大阪における産科救急体制は62年4月から産婦人科診療相互援助システム(OGCS)として活

動を開始した。このシステムは産科救急のみならず婦人科の救急や一般患者を含めた患者

紹介をシステム化しようとするもので、受入病院としては 34 病院が参加している。 

今回は大阪産婦人科医会に届いたOGCS患者紹介用紙ならびに返信用紙を昭和63年 1月 28

日の時点で集計した結果を報告する。 


